
左開き仕様(L)
施工業者様よりお渡しする部品について

施工業者様からお施主様に、本書とともに以下の部品をお渡しい
たします。
本書の「6.こんなときは…（不調かな？と思ったら）」に記載さ
れている調整で必要になりますので、いつでも利用できるよう大
切に保管してください

納まり
調整用  

プレート治具（0.5mm厚）：1個

 にぎりバー
取付用  

L型六角レンチ（対辺2.5mm）：1個

OMOIYARIひきドアW

取扱説明書 
お施主様用

このたびは、「DAIKEN製品」をご採用いただきありが
とうございます。
● この説明書は、本製品の取扱い方法について説明し
ます。

● ご使用前に「安全上のご注意」（1～2ページ）を必ず
お読みください。

● この取扱説明書に記載されている「   警告」 と
「   注意」事項は、使用上重要な内容です。本製品の
性能と安全性を確保するために、よくお読みいただ
き、正しくお使いください。

●	製品を廃棄する際は、法律および地方自治体の規則に
基いて適切に処理してください。 

● お読みになった後は、いつでも利用できるように、こ
の取扱説明書を大切に保管してください。

もくじ
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1.	安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）

1

  警告

7
	お客様で、製品の解体や移設・レイアウト
変更をしないでください。
組立・施工が不十分ですと、破損や転倒に
よりけがをする原因になります。

  注意

2
	扉を開閉は、静かにゆっくりおこなってく
ださい。
乱 暴 に 開 閉 し
ま す と 扉 の 破
損 や、 吊 車 の
脱 輪 に よ る け
が の お そ れ が
あります。

2
	扉を開閉するときは、必ずにぎりバーかサ
ブにぎりバー（オプション）を持っておこ
なってください。
にぎりバー以外を持って開閉しますと、手や
指をはさみ、けがをするおそれがあります。
特に、小さなお子様には十分にご注意くだ
さい。

7
	扉に強い衝撃を与
えたり、扉やにぎり
バーにもたれかかっ
たり、ぶら下がったり
しないでください。
扉・にぎりバー・吊車
の破損や脱落によ
る、けがのおそれが
あります。
特に、小さなお子様には十分にご注意ください。

7
	製品の分解や改造は
しないでください。
製品強度が失われ、
けがや破損の原因
になります。

7
	各部のボルトやネジがゆるんだままで使用
しないでください。
本体の変形・破損や転倒により、けがをす
る原因になります。
早めに締直してください。

2
	部材の欠落や変形など、異常を発見したとき
は、直ちに使用を中止して、お買い上げの販
売店様、または工事店様にご相談ください。
そのまま使用していますと、商品の破損に
より、けがをすることがあります。

7
	製品に貼ってあるラベルは、はがさないで
ください。
誤った使いかたや事故を防止するためのも
のです。

この説明書に書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や物的損害を防ぐためのものです。
必ずお守りください。

本文中に使われている図・記号の意味は次のとおりです。 

7 してはいけない内容です 2
必ず実行していただく
内容です お願い 留意事項、操作方法、

使用・お手入れ方法等 

警告表示の種類と内容

0 注意
誤った取扱いにより傷害また
は家屋・家財などの損害に結
びつく内容0 警告

誤った取扱いにより死亡や重
傷などに結びつく可能性のあ
る内容
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2.	使用上のお願い

2

	●ストーブなどの熱源を、扉に近づけないでください。
扉が反ったり、表面が
ゆがんだりするおそれ
があります。

	●使用開始後、扉と縦枠との間にすき間が出たり、
開閉時の動きが重くなったり、ガタついたりすると
きは、7～10ページを参照して、各部の確認と調
整を行ってください。
不具合が出たまま使用していると、故障の原因に
なります。

	●この製品に以下のものをこぼしたままにしたり、接
触させたりしないでください。水分は残らないよう
に拭き取ってください。

・飲み物などの水分、ぬれたもの

・ビニールなどの樹脂製品やゴム製品

・セロハンテープやラベルなどの粘着性のあるもの

・酸・アルカリ性溶剤、有機溶剤

変色や変形、軟化、ひび割れ、反り、サビ、色移
りの原因になります。

木質扉の反りについて
木材を原料とする木質材料【合板、パーティクル
ボード、MDF（ミディアムデンシティファイバー
ボード）など】を加工して作られた製品は、空気中
の水分を眼収したり放出したりすることにより、伸
縮する特性を有しています。この空気中の水分の吸
収・放出は、温度、湿度などの環境条件の変化に応
じて発生するものであり、自然現象といえます。特
に、内装ドアの室内側と室外側とで環境条件が大き
く異なる場合、「反り」という現象が発生すること
があります。

「反り」の発生をできるだけ抑える
方法について

ご使用の環境や設置場所によって「反り」が発生す
る場合があります。「反り」の発生をできるだけ抑
える方法として、次のことにご注意ください。

1.�エアコン、暖房器具などをお使いになる場合は、
製品に直接熱風、熱気が当たらないようにしてく
ださい。

2.�夏場の冷房、梅雨時の除湿、冬場の暖房などによ
り、内装ドアの室内側と室外側との環境条件の差
を極端に大きくしないでください。

3.�製品に直射日光が当たる場合は、窓辺にカーテ
ン、スダレなどを設けて日光を遮ってください。

発生した「反り」は、内装ドアの室内側と室外側と
の環境条件を近づけることによって、小さくなるこ
とがあります。
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3.	各部のなまえ

4.	扉の開閉のしかた

戸
尻
側

外側

内側

戸尻側縦枠

丁番

上枠

戸先側縦枠

にぎりバー

解除ボタン

ハンドル付扉中扉開き扉

戸
先
側

検査証貼付※

（製品ロットナンバー記載）

3

  注意
7

	にぎりバーやサブにぎりバー（オプション）にもたれかかったり、歩行や立ち上がりなどの手すりとし
て、使用しないでください。
製品が破損したり、脱落してけがをするおそれがあります。

2
	扉を開閉するときは、必ずにぎりバーかサブにぎりバーを持って、静かにゆっくり行ってください。
勢いよく行うと、手や指をはさんでけがをしたり、製品が破損したりするおそれがあります。

※�製品についてお問合わせをいただ
いた際、製品ロットナンバーを
伺う場合があります。製品に貼付
けられている検査証に記載の製品
ロットナンバーをお伝えください。
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4.	 扉の開閉のしかた

ハンドル付扉

にぎりバー

ゆっくり開く

中扉

開き扉

❷

解除ボタン❶�ハンドル付扉と中扉
を開ききった状態で
押す

4

1.扉の開きかた�

1.	ハンドル付扉と中扉を開きます。
にぎりバーを持って、ハンドル付扉と中扉
を止まるまで、ゆっくり開いてください。

Point
この状態で、
通常の出入りが
できます。

お願い 

	●扉を引く際、にぎりバーの解除ボタンを押さないでく
ださい。
故障の原因になります。
扉を開ききるまで、開き扉を開くことはできません。

2.	開き扉を開きます。
ハンドル付き扉と中扉を開ききった状態
で、にぎりバーの解除ボタンを押して、開
き扉を手前に開いてください。

Point
車いすの方が出入りされたり、室内を掃除するとき
など、広い開口が必要な場合に、開き扉まで開くと
便利です。

  注意
7

	開き扉を開閉するときは、無理に引っ張った
り、乱暴な開閉を行わないでください。
扉が脱落し、けがや破損するおそれがあります。
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4.	 扉の開閉のしかた

❶

❷

ハンドル付扉

中扉開き扉

5

1.	開き扉を閉めます。　
開き扉を「カチャ」とロックがかかるま
で、ゆっくり閉めてください。

Point
●	開き扉を閉めるときは、にぎりバーの解除ボタン

操作は不要です。
●	サブにぎりバー（オプショ

ン）付きの場合、室内側か
ら扉を閉める際は、サブに
ぎりバーを使用することも
できます。

2.	中扉とハンドル付扉を閉めます。
にぎりバーを持って、ハンドル付扉と中扉
を止まるまで、ゆっくり閉めてください。

2. 扉の閉めかた�

サブにぎりバー



250623-IN-356LD-OMHW-TH

5.	お手入れのしかた

6

日常のお手入れ�

消毒によるお手入れ�

	●日常のお手入れは、乾拭きしてください。
	●汚れが著しい場合は、うすめた中性洗剤につけた雑巾を固く絞っ
て拭いた後、乾拭きしてください。

お願い 
アルコールやシンナー、ベンジンなどを使用しないでください。
表面のツヤが無くなったり変色するおそれがあります。
※	一部、アルコール消毒できる部位もあります。以下をご参照くだ

さい。

以下の部位は消毒によるお手入れができます。
薬品を表面に付着後、家庭用中性洗剤を含ませた固
く絞った布で素早く拭き取り、薬品成分を表面に残
さないようにしてください。

〈消毒によるお手入れができる部位〉
●ひきドアＷ　扉表面
●専用にぎりバー（ハンドル部のみ）
●専用サブにぎりバー（ハンドル部のみ）

アルコール（消毒用エタノール） 次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）

市販濃度（76.9～81.4%）で使用可能 0.5%以下の濃度に薄めて使用可能
・日常清掃：0.05%以下
・吐しゃ物などの消毒：0.5%以下

塩化ベンザルコニウム（界面活性剤） イソプロピルアルコール（イソプロパノール）

0.1%以下の濃度に薄めて使用可能 市販濃度（70%）で使用可能

注意
	●長年のご使用により、表面が変質を起こす場合があります。
	●薬品の種類や放置時間によって、変色する場合があります。
※	消毒に使用する薬剤や濃度については、厚生労働省等の

発行する各種ガイドライン等をご確認ください。

定期的な点検項目�
製品の長期間の使用に伴い、部品などに劣化（経年劣化）が生じ、安全上支障が出るおそれがあります。
経年劣化による重大事故を防止し、製品を長く安全にご使用いただくために、お客様自身による以下の点検を実施いた
だきますよう、お願いします。

点検部位 点　検　項　目 兆候有無 経年劣化に伴う、具体的な事象  

本体
・�扉の開閉がしにくい（扉と扉、扉が枠にあたる、 

金具の擦れを感じる）。 
・扉の開閉等に異音がしないか。

有・無 ・ 吊車、レールの変形や破損。
・ 扉のガタツキ、脱落。 

吊車 ・吊車が扉から抜けかけていないか。 有・無 ・ 扉のガタツキ、脱落。 

丁番 ・丁番の取付ビスがゆるんでいないか。 有・無 ・ 丁番の変形、破損。

2
	点検後、上記のような異常が発見された場合は直ちに使用を中止し、施工された工事店様
へ連絡し、メンテナンスを受けてください。
そのまま使用していますと、部材の脱落などにより、けがをするおそれがあります。

  注意
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丁番

①�固定ネジを
ゆるめる

③締める

②�左右調整� 
ネジを 
回す 戸先側に

動く

戸尻側に動く

1mm

3mm

以下の確認・調節を
行っても直らない場
合は、お買い上げの
販売店、または工事
店にご連絡ください。

枠側レールと扉側レールの位置を確認

●�開き扉を開閉する際に枠側レールと
扉側レールが接触する
●�枠側レールと扉側レールが接触して
開き扉が閉まらない

枠側レールと吊車ユニットの連結部が
接触して開き扉が閉まらない

開き扉の丁番で左右位置を調整
レールどうしが接触しない程度まで、少しずつ戸尻側
に調整してください。

開き扉の下丁番で下側に調整

注意

こ
こ
を
確
認

こ
ん
な
と
き
は

こ
こ
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い

2
	調整には、必ず手回しドライバーを使用してください。
電動ドライバーを使用すると、破損や故障、けがをす
る原因となります

2
	調節前にプレートを丁番から外
し、調節後は、固定ネジを締付
けてプレートを丁番に取付けて
ください。

6.	こんなときは…（不調かな？と思ったら）

②���軸内の 
ネジを 
回す

扉が下がる扉が上がる

2mm

2mm

7

①軸カバー
　を外す
③軸カバー
　を取付ける
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上枠と開き扉の
すき間の平行を確認

開き扉の丁番で左右位置を調整

扉が左右にズレている

ハンドル付扉を閉めたときに
すき間がないことを確認

上、または下にすき間が
できている

下にすき間が
ある場合
扉を下げる

ハンドル付扉用
吊車ユニット

上にすき間がある場合
扉を上げる

②��軸内のネジを
回す

①軸カバーを外す
③軸カバーを
　取付ける

扉が下がる扉が上がる

2mm

2mm

8

戸先が
せまい

中・下丁番を
戸尻側へ調節

上丁番を
戸尻側へ調節

戸先が
広い

開き扉の下丁番で上下位置を調整 開き扉を90°開き、ハンドル付扉
の戸尻側上部の吊車ユニットで
調整

開き扉連結金具と枠側レールの隙間
を、施工業者様からお渡ししたプ
レート治具（ブラック・0.5mm厚）
を使って確認

プレート治具

開き扉連結金具

開き扉連結金具

扉が上下にズレている
プ レ ー ト 治 具 の 厚 み に 対 し
て大きく隙間が空いている。

（0.5mm程度の隙間になって
いない）

丁番で、プレート治具が隙間に入らない程
度まで、上下位置を調整してください。
調整後、開き扉が開閉できることを確認し
てください。

0.5mm
程度

①�固定ネジを
ゆるめる

③締める

②�左右調整�  
ネジを回す 戸先側に動く

戸尻側に動く

1mm

3mm プレート治具
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こ
ん
な
と
き
は

ハンドル付扉を閉めていくと、ハ
ンドル付扉と中扉の上部が擦れる。

考
え
ら
れ
る
原
因

〈原因〉
開き扉が下図の の方向に寄って
いることが考えられます。
〈理由〉
扉側レールと枠側レールが一直
線に揃わず、中扉が傾いて擦れ
ます。

〈原因〉
開き扉が下がっていることが考
えられます。
〈理由〉
開き扉が下がっていると、吊車が
走行する扉側レールと枠側レール
の境目に段差ができて、引戸の開
閉時に扉が枠側レールに乗り上げ
ることでガタつきます。

〈原因〉
開き扉が後側（開き扉が閉
まる方向）に寄っているこ
とが考えられます。
〈理由〉
開き扉が完全に閉じる前に
扉側レールが幕板に当たる
ことで、ラッチがかかりに
くくなります。

調
整
の
し
か
た

開き扉の丁番で、  の方向に調整
する。

開き扉の丁番で、開き扉を上げる。
扉側レールと枠側レールの境目の
段差がなくなるように高さをそろ
える。

開き扉の丁番で、開き扉を
前側（開き扉が開く方向）
に調整する。

扉上部が擦れる

中扉 ハンドル付扉

・	引戸の開閉が重い
・	引戸の開閉時に扉が
ガタつく

開き扉を閉める際、扉を押し込ま
ないとラッチが掛からない。

押し込まないと
ラッチが
かからない

境目に
段差がある 扉側レール

枠側レール

扉側レール

当たる

枠側レール

幕板

前後調整ネジ

②� の 方
向に調整
する

①固定ネジを
　ゆるめる

③締める

前後調整ネジ

②開き扉を前に
　調整する ①固定ネジを

　ゆるめる

③締める

境目の
段差を
なくす

扉側レール

枠側
レール

6.	 こんなときは…（不調かな？と思ったら）
下記のような場合は、考えられる原因を参照し、それぞれ調整してください。

9

①軸カバーを外す
扉が
上がる

②軸内の
　ネジを回す

扉側レール

開き扉
中扉

枠側レール

ハンドル付扉

擦れる

開 き 扉 を の
方向に調整して、
レールと一直線に
揃える

開き扉
中扉

ハンドル付扉
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こ
ん
な
と
き
は

戸先ラッチが上がらない。 扉が連動しない。

考
え
ら
れ
る
原
因

〈原因〉
にぎりバー取付ネジ（→施工説明書 P.23）
を締込み過ぎることにより、扉を圧迫し
ていることが考えられます。

〈原因〉
扉どうしの連結部（→施工説明書 P.19・22）の破損や連
結ネジの外れや締忘れが考えられます。
〈理由〉
①	連結部を外さないまま扉を外そうとしたり、外した。
	 連結部の樹脂パーツが破損していることが考えられます。
②	連結ネジを電動ドリルで締込み過ぎている。
	 連結部内部の板ナットが破損していることが考えら

れます。

調
整
の
し
か
た

にぎりバーをいったん外し、にぎりバー
取付ネジを手回しドライバーで締直して
ください。

（電動ドリルを使用しないこと。）

連結ネジがゆるんでいる場合は、手回しドライバーで締
付けてください。
連結ネジが外れていたり連結ネジを締付けても空転す
る、樹脂パーツが破損している場合は、お買い上げの工
務店に相談してください。

戸先ラッチ

ハンドル付扉

※1 ハンドル付扉だけ動く

※2 中扉が戸先側縦枠
側まで動いてしまう

にぎりバー
（穴なし）

外
にぎりバー取付ネジ
M6×60

①

①

①ゆるめる

②外す

②外す

③ゆるめる
④手回し
　ドライバーで
　締め直す

※1 中扉とハン
	 ドル付扉
	 の連結部

連結ネジ

※2	開き扉と
	 中扉の連結部

連結ネジ
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DAIKEN製品の品質保証について

■対象製品
OMOIYARIひきドアW

■保証期間

保証期間一覧表

■免責事項

使用上の著しい※1

支障が生じないこと

保証対象となる
不具合現象保証個所 起算

時期※2

保　証　事　項 保証期間

扉、枠 引渡後 2年
外観上の著しい※1

変形・変質が
生じないこと

開閉不良（変形・変質に
より開口部材としての
機能が損なわるなど）

変形、変質
（反り、ハガレ、クラック）

１）建物の設計・施工に起因する不具合
２）施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不
具合

４）室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取
付けられたことに起因する不具合

５）極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位
に取付けられたことに起因する不具合

８）取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、
破損、変形などによる不具合

９）経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚
れ、さび、かび、劣化磨耗などの不具合

10）用途外に使用された場合の故障および損害（例えば、一般
家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合など）

11）犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキク
イムシなどの虫害に起因する不具合

12）仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがな
かった場合

13）保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申
し出がなかった場合

14）製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能
な事象に起因する不具合

７）入居者または第三者の不適切な使用または維持管理などに
起因する不具合

３）自然現象・周辺環境など（※１）の不可抗力に起因する結
露、腐食、反り、割れまたはその他の不具合

弊社では、下記対象製品について、「保証期間一覧表」に
示す期間、保証事項に記す内容に基づき、無料で修理させ
ていただきます。
保証期間経過後の修理については有料となります。

弊社製品の施工完了後、または物件の引渡後に生じ
た、弊社の責任に起因する製品の不具合を無料で修理
する期間としております。（保証期間一覧表参照）
保証期間経過後の修理については有料となります。 

※1：「著しい」の定義 
正常な施工・使用状態のもとで経過時間を考慮し、客観的に見て通常の
状態から逸脱している度合いが極めて大きいことをいいます。 

※2：保証期間起算時期について 
保証事項が”使用”に係るものについては、保証期間を”物件引渡後”か
ら起算します。それ以外のものについては、”当該製品施工完了後”から
起算します。 

■保証事項
通常の環境下にて、弊社の施工説明書・取扱説明書に
準じた正常な施工・使用がなされている状態（前提条
件）で、弊社の責任に起因する製品不具合（保証期間
一覧表参照）を無料で修理します。
なお、本内容は日本国内においてのみ有効です。
※修理とは、壊れたり傷んだりした部分に手を加え
て、再び使用できるようにすること。
（原則、新品交換は含みません） 

・製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であって
も保証対象外になります。 

※１：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・
ガス害や異常な高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境

16）その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合

15） 離島などの遠隔地への出張を要する修理をおこなう場合、出
張に要する実費

６）建物自体の変形、入居後における増改築や改修などに起因
する不具合

https://www.daiken.jp/

製品に関するお取扱い、補修、工事などのご相談は、組立て・設置業者、工務店へ。お問い合わせ窓口について

製品に関するお問い合わせ

大建工業株式会社および大建工業グループ各社は、当社「個人情報の取扱いに関する方針（プライバシーポリシー）」に則ってお客様に関する個人情報を利用させていただく場合がございます。
(大建工業株式会社プライバシーポリシーに関しましては、当社ホームページに掲載しております。)　なお、電話での相談に対し、折り返し電話をさせていただくときのためにナンバーディスプレイを
採用しています。 またご相談内容を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

https://www.daiken.jp/qr/service/  

メールで
写真も
送ることが
できます。

※購入に際しては登録が必要です。

https://www.daiken.jp/qr/form01/

ユーザー登録サービス 

登録はこちらから 

/////////////////

ユユーーザザーー登登録録はは無無料料でですす！！！！  ユーザー登録は無料です！！ 製品を末永く安全にご使用していただくために、ユーザー
登録をお願いいたします。 
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全に関する大切な
お知らせや暮らしに役立つ情報をDAIKENからご連絡する
際に、利用させていただきます。

 

https://www.daiken.jp/qr/user/


